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バ
イ
オ
マ
ス

「
レ
ッ
ド
」、
そ
れ
は

　
時
代
を
動
か
す
熱
情
の
色
目

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
⑰

Column「
レ
ッ
ド
」
は
、
色
の
赤

で
あ
る
。
今
回
は
、
そ
の
パ

ワ
ー
を
語
り
た
い
。「
赤
」

と
聞
く
と
思
い
出
す
も
の

に
、
美
空
ひ
ば
り
の
「
真
赤

な
太
陽
」（
１
９
６
７
年
）

が
あ
る
。
大
学
の
研
究
室
の

廊
下
に
太
陽
光
発
電
を
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
掲
示
板
を

つ
く
っ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
源
で
あ
る
太
陽
を
歌
う
そ

の
音
符
を
、
書
き
連
ね
た
こ

と
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

サ
ン
ト
リ
ー
の
ウ
イ
ス
キ
ー

の
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
１
９
６
４
年
の
発
売

で
、
わ
が
国
の
経
済
成
長
期

を
代
表
す
る
ア
イ
テ
ム
と
も

い
え
る
。
赤
い
ラ
ベ
ル
に
白

抜
き
の
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
」
は
、
色

彩
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
も
、
成
功
事
例
で
あ
る
。

赤
（
Ｒ
）
は
、
そ
れ
自
体

が
、
意
味
を
持
っ
て
主
張
す

る
。
日
の
丸
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
太
陽
、
炎
、
血
、
リ

し
、
種
子
を
食
べ
て
も
ら

い
、
遠
く
に
糞
と
と
も
に
届

け
て
も
ら
お
う
と
す
る
適
応

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
生

命
は
自
ら
の
生
存
の
た
め

に
、
光
と
適
応
し
て
進
化
し

て
き
た
。

私
た
ち
人
間
も
ま
た
、
末

永
い
生
存
、
す
な
わ
ち
持
続

可
能
性
、
あ
る
い
は
生
き
残

り
の
た
め
に
進
化
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

の
、
合
言
葉
は
、
「
グ
リ
ー

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ

り
、
少
し
ト
ー
ン
を
落
と
し

た
「
ブ
ル
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
も
あ
る
。
し
か
し
、
ど

う
だ
ろ
う
。
今
の
世
相
は
、

低
経
済
成
長
が
続
い
て
、
な

お
活
力
に
欠
い
て
い
る
。

筆
者
は
、
大
学
で
「
都
市

エ
ネ
ル
ギ
ー
概
論
」
と
い
う

科
目
を
講
義
し
て
い
る
が
、

学
生
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の

言
葉
を
知
っ
て
も
、
そ
れ
を

将
来
の
自
分
の
仕
事
に
し
よ

う
と
考
え
る
も
の
は
少
な

ー
シ
ョ
ン
」
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
れ
を
、
レ
ッ
ド

「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
と
呼
ぼ
う
。
こ
れ
は
、

反
証
に
過
ぎ
な
い
提
案
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
ね
ら
い

は
、
次
の
３
つ
で
あ
る
。

①
持
続
可
能
を
確
か
に
す
る

熱
い
行
動
を
す
る
こ
と
。
赤

の
パ
ワ
ー
で
あ
る
。

②
経
済
活
動
の
後
押
し
を
得

て
、
心
理
的
、
情
緒
的
な
動

機
付
け
を
つ
く
り
出
す
こ

と
。
赤
の
も
つ
特
質
で
あ
る
。

③
実
質
的
に
、
効
を
な
す
技

術
的
解
決
策
を
導
入
す
る
こ

と
。
例
え
ば
太
陽
光
発
電
で

も
シ
リ
コ
ン
系
セ
ル
で
は
限

界
と
な
っ
て
い
る
高
波
長
域

限
界
を
、「
多
接
合
型
セ

ル
」
を
採
用
し
て
赤
色
域
の

光
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
可
視
域
を
網
羅
し
、
更

に
赤
外
線
域
の
光
も
利
用
で

き
る
と
い
う
。
そ
の
と
き
、

太
陽
光
発
電
の
適
用
波
長
域

が
広
が
り
、「
赤
い
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
」
が
登
場
す
る
か

も
し
れ
な
い
。

こ
う
し
て
赤
は
、
活
力
を

与
え
る
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
と

も
い
え
る
。
持
続
可
能
な
未

来
を
早
く
構
築
す
る
た
め
に

は
「
色
彩
計
画
」
は
、
楽
し

く
重
要
な
仕
事
で
も
あ
る
。

光
の
強
度
分
布（
Ｗ
／
㎡
／
㎚
）

９月１日に大子町役場で行われた協定調印式の様子

前身の「木質バイオマスエネルギー利用
推進協議会」総会の様子

ン
ゴ
、
ト
マ
ト
、
だ
る
ま
、

ポ
ス
ト
、
口
紅
、
バ
ラ
、
赤

旗
な
ど
、
暖
か
さ
・
情
熱
・

主
張
・
変
革
な
ど
、
動
き
を

感
じ
さ
せ
る
。

こ
れ
に
対
峙
す
る
の
が
、

青
緑
（
Ｂ
Ｇ
）
で
あ
る
。
自

然
の
草
木
、
草
原
、
湖
沼
、

メ
ロ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ
、
カ
エ

ル
な
ど
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
と
し
て
植
え
ら
れ

る
ゴ
ー
ヤ
も
こ
の
範
疇
に
入

る
。し

か
し
、
色
の
世
界
は
、

無
限
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
１

６
７
０
万
色
の
フ
ル
カ
ラ
ー

を
出
せ
る
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ

ー
な
ど
と
宣
伝
さ
れ
る
。
し

か
し
私
た
ち
が
見
る
こ
と
が

で
き
る
光
の
波
長
は
３
８
０

～
７
８
０
ナ
ノ
㍍
（
０
・
３

８
～
０
・
７
８
マ
イ
ク
ロ

㍍
）
で
あ
る
と
い
う
。
短
波

長
が
紫
色
で
、
長
波
長
が
赤

色
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
１

ナ
ノ
㍍
（
０
・
０
０
１
マ
イ

木質バイオマスの
　　　健全な利活用に向けて

日本木質バイオマスエネルギー協会に期待高まる

一
般
社
団
法
人
日
本
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
協

会
（
会
長
・
熊
崎
実
筑
波
大

学
名
誉
教
授
）
の
活
動
が
注

目
を
集
め
て
い
る
。
同
協
会

は
今
年
６
月
１
日
、
前
身
で

あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
推
進
協
議
会
の

組
織
改
編
に
よ
り
誕
生
し
た

も
の
だ
。
昨
今
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
に
対
す
る
期
待
の
高

ま
り
を
受
け
、「
林
業
・
林

産
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す

る
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
原
料
調
達
お
よ
び
利
用

を
総
合
的
・
戦
略
的
に
推

進
」
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ

た
。
事
業
者
だ
け
で
な
く
多

く
の
自
治
体
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
も
特
長
で
あ
り
、
現

在
88
団
体
・
44
個
人
・
１
２

４
自
治
体
が
会
員
と
な
っ
て

い
る
。

小
規
模
施
設
に
追
い
風

同
協
会
の
川
越
裕
之
専
門

調
査
員
（
事
務
局
総
括
）

に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
対
す
る
期

待
が
高
ま
っ
て
き
た
背
景
を

聞
い
た
。

「
固
定
価
格
買
取
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
影
響
が
大
き

い
。
特
に
本
年
度
か
ら
、
小

規
模
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
高
い
買
取
価
格
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
か
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
大
き
な
関
心
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
」

昨
年
度
ま
で
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で

は
、
未
利
用
木
材
に
よ
る
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
規
模
に

関
わ
ら
ず
32
円
／
㌗
時
と
い

う
買
取
価
格
だ
っ
た
。
こ
の

買
取
価
格
は
５
０
０
０
㌗
規

模
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を

モ
デ
ル
に
算
出
さ
れ
て
お

り
、
小
規
模
施
設
で
は
採
算

が
と
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し

本
年
度
、
２
０
０
０
㌗
未
満

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
新
設

さ
れ
、
40
円
／
㌗
時
と
い
う

買
取
価
格
が
設
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
事
業
参
入
の
可

能
性
は
大
き
く
拡
が
っ
た
。

大
型
施
設
の
場
合
、
木
材

の
調
達
も
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
小
規
模
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
加
わ
っ
た
こ
と

で
、
地
域
の
実
情
に
フ
ィ
ッ

ト
し
た
取
組
み
が
可
能
に
な

望
等
に
活
か
し
て
い
く
。

勉
強
会
も
年
４
回
予
定
さ

れ
て
お
り
、
８
月
18
日
に
都

内
で
開
か
れ
た
「
第
１
回
勉

強
会
」
に
は
会
員
約
１
０
０

名
が
参
加
し
た
。
こ
の
日
の

テ
ー
マ
は
「
小
規
模
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
可
能
性
」。

北
海
道
の
事
業
者
や
四
国
の

自
治
体
な
ど
か
ら
も
参
加
者

が
あ
り
、
同
テ
ー
マ
へ
の
関

心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

補
助
事
業
と
し
て
は
、

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
支

援
体
制
機
構
事
業
」
と
「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
加
工
・
利
用

シ
ス
テ
ム
開
発
支
援
事
業
」

へ
の
取
組
み
が
あ
る
。
国
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
募
し
、

選
定
さ
れ
た
も
の
で
、
同
協

会
は
補
助
金
交
付
団
体
と
し

て
、
こ
れ
ら
事
業
を
実
施
す

る
。

地
産
地
消
を
サ
ポ
ー
ト

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
の
課
題
は
、
素
材
生
産
業

（
林
業
、
製
材
業
）
や
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利
用
者
、

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
な
ど
立

場
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ま

た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

活
用
に
は
、
発
電
の
み
な
ら

ず
、
熱
利
用
や
燃
料
化
も
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
利

活
用
す
る
か
に
よ
っ
て
も
必

要
な
情
報
は
違
っ
て
く
る
。

同
協
会
で
は
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
活
用
を
考
え
て

い
る
事
業
者
や
自
治
体
の
疑

問
に
答
え
る
た
め
、「
相
談

窓
口
※
」
を
設
置
し
て
い

る
。
相
談
に
は
発
電
、
熱
利

用
、
燃
料
化
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
対
応
す

る
。
状
況
に
よ
っ
て
は
、
現

地
で
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
も
可
能
だ
。

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
の
基
本
は
地
産
地
消
。
問

題
は
、
未
利
用
の
材
を
ど
こ

ま
で
使
え
る
か
と
い
う
こ

と
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
で
き
て
発
電

の
み
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち

で
す
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
可
能
性
は
も
っ
と
幅
広
い

も
の
で
す
。
ど
ん
な
利
活
用

の
仕
方
が
真
に
そ
の
地
域
に

役
だ
つ
の
か
、
私
た
ち
は
地

域
の
方
々
の
立
場
に
た
っ

て
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
川
越
専

門
調
査
員
）

※
相
談
窓
口
▼
電
話
０
３-

６
４
３
５-

８
７
８
１

メ

ー
ル

：mail@jwba.or.jp

な
ら
集
材
範
囲
が
小
さ
く
、

間
伐
材
や
林
地
残
材
の
利
用

も
進
め
や
す
い
。
地
元
に
雇

用
を
生
み
出
す
な
ど
、
地
域

の
活
性
化
に
役
立
つ
こ
と
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ

と
だ
。

調
査
研
究
・
補
助
事
業

本
年
度
の
事
業
活
動
に

は
、「
調
査
研
究
事
業
」
や

「
補
助
事
業
」
な
ど
が
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

調
査
研
究
事
業
で
は
、
会

員
や
学
識
経
験
者
ら
専
門
家

に
よ
る
調
査
検
討
委
員
会
を

設
け
、
海
外
事
例
や
、
供
給

方
法
に
つ
い
て
な
ど
多
様
な

テ
ー
マ
を
研
究
す
る
。
そ
の

結
果
に
つ
い
て
は
、
調
達
価

格
等
算
定
委
員
会
へ
の
提
言

や
、
国
の
関
係
機
関
へ
の
要

エジソンパワー

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
熱
供
給

茨
城
県
大
子
町
で
事
業
開
始

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業

や
蓄
電
池
事
業
を
手
が
け
る

エ
ジ
ソ
ン
パ
ワ
ー
（
東
京
都

中
央
区
）
は
、
茨
城
県
大
子

町
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
と
熱
供
給
事
業
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
、
９
月
１

日
、
同
町
役
場
で
企
業
立
地

に
関
す
る
協
定
調
印
式
を
行

っ
た
。
発
電
施
設
は
「
だ
い

ご
森
の
発
電
所
（
仮
称
）」

で
、
発
電
容
量
は
１
・
１
㍋

㍗
。
今
年
10
月
に
着
工
し
、

２
０
１
６
年
10
月
に
運
転
を

開
始
す
る
予
定
だ
。

同
社
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
に
次
ぐ
新
た
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
着
目

し
、
新
規
参
入
し
た
。
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
同
社
初

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
ガ
ス

化
発
電
事
業
で
同
社
が
事
業

主
体
と
な
り
、
発
電
し
た
電

気
は
固
定
価
格
買
取
制
度
に

よ
り
売
電
す
る
。
燃
料
の
木

材
は
、
同
町
の
林
業
団
体
か

ら
供
給
す
る
未
利
用
材
を
使

う
。
ま
た
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

の
排
気
ガ
ス
や
冷
却
水
が
有

す
る
排
熱
（
１
・
２
㍋
㍗
）

は
、
温
水
と
し
て
同
町
内
に

供
給
す
る
計
画
だ
。

同
社
は
、
今
回
の
施
設
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地

域
活
性
化
を
実
現
し
た
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ギ
ュ
ッ
シ
ン
グ

市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
「
二

塔
流
動
床
ガ
ス
化
技
術
」
を

導
入
す
る
。
ギ
ュ
ッ
シ
ン
グ

ク
ロ
㍍
）
を
識
別
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
試
み
に
、
紫
色
か

ら
赤
色
ま
で
の
４
０
０
ナ
ノ

㍍
の
範
囲
を
、
１
ナ
ノ
㍍
で

刻
む
と
４
０
０
の
波
長
区
分

と
な
る
。
人
間
は
、
こ
の
区

分
で
色
の
違
い
を
識
別
は
で

き
な
い
。
実
施
は
、
せ
い
ぜ

い
数
十
の
違
い
に
識
別
で
き

る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
プ

リ
ン
タ
ー
の
１
６
７
０
万
色

の
と
い
う
宣
伝
は
、
実
用
性

の
話
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
大
事
な
色
彩

を
絞
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
赤
は
、
可
視
光
で

は
、
波
長
が
長
い
。
す
る
と

振
動
数
は
短
い
と
い
う
こ
と

で
、
電
磁
波
と
し
て
持
つ
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
低
い
こ
と
に
な

る
。
一
方
、
波
長
の
短
い
緑

色
の
光
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高

い
（
下
図
参
照
）。
し
た
が

っ
て
、
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
密

度
の
高
い
光
を
得
よ
う
と
し

て
緑
色
の
葉
を
広
げ
て
い
る

の
が
緑
色
植
物
で
あ
る
。
そ

の
植
物
が
緑
色
に
見
え
る
の

は
、
緑
色
の
光
を
得
る
よ
う

に
創
ら
れ
た
器
官
か
ら
反
射

し
た
光
の
色
を
、
私
た
ち
が

感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

前
述
し
た
ゴ
ー
ヤ
は
、
果

実
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る

と
き
は
緑
色
を
し
て
い
る

が
、
成
熟
し
種
を
残
そ
う
と

す
る
時
期
に
な
る
と
、
果
実

は
黄
色
に
な
り
、
そ
の
中
の

種
子
は
赤
色
に
な
る
。
そ
れ

は
、
鳥
た
ち
に
ア
ッ
ピ
ー
ル

い
。
相
変
わ
ら
ず
、

大
企
業
志
望
で
、
新

ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
し

よ
う
と
は
し
な
い
。

こ
う
し
て
考
え
る

と
、
い
ま
必
要
な
の

は
、
精
神
や
行
動
に

対
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
で
、
そ
れ
は

「
赤
・
レ
ッ
ド
」
の

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た

「
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ

る
と
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。

「
５
０
０
０
㌗

級
発
電
施
設
の
場

合
、
集
材
範
囲
は

半
径
50
㌔
㍍
程
度

と
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
安
定
的
な
調

達
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一

方
、
小
規
模
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

光の波長（㎚）

市
で
は
、
木
質
ガ
ス
化
装
置

を
導
入
し
、
周
辺
の
森
林
の

間
伐
材
に
よ
る
木
質
チ
ッ
プ

な
ど
を
材
料
と
す
る
バ
イ
オ
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